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◉ V773 Tau の特
徴 

( Tsuboi et al. 1998 ) 
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Lx = 1 × 1033 [erg s-1] 
前主系列星として最大規模 



◉ V773 Tau の特
徴 

( Massi et al. 2002 ) 
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• 最大規模のフレアを期待できる 
• フレアの発生を予測できる 

多波長によるフレアの統一的理解に
最適なターゲット 

過去２回の多波長観測 (1992年、1998年) では 
  相関を検出できていない 

目的：V773 Tau における多波長相関を 
初検出する 
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◉ 観測時間帯 
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近星点通過 

Rc-bandとX線で 
フレアの検出に成功！ 

←悪天候により有効データなし 



V773 Tau において 
 Rc-band と X線の同期を初検出！！ 
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X線よりもRc-bandの方が
約１２分 

 早く立ち上がっている 
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◉ 太陽フレアから考察 

ようこう衛星 ISAS 

太陽  
X線画像 

フレアループ 
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フレアによるX線と 
  Hα線発生機構 

磁力線 

彩層 



リコネクション 

彩層 
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~ 今回の相関 ~ 
 Rc-band(580nm~820nm)の増光 → Hα線(656.3nm)の増光？ 
   X線フレア   →   軟X線 

時間差は太陽フレアにおけるHαと軟X線の発生の差？ 

硬X線 

軟X線 

Hα線 

＊Rc-band の増光は何？ 
 1.Hα線 
 2.Rc-band 全体の増光 
 3.白色光フレア 

他機関の結果で 
   Hα線は増光なし 



 
                            Stepanov et al. 1995 
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白色光フレアの観測例 

V410 Tau 

V773 Tau 

白色光フレアだとすると 

(Fernandez  
       et al. 2004) 



◎ V773 Tauの多波長同時観測を実施 
 
◎ X線 と Rc-band で相関を初検出！ 
 → Rc-band の方が X線より 約12分早く発生 
 
◎ Rc-band の増光の原因は？ 
 ・ Hα線の増光か？  
   → 可能性低い 
 ・ 白色光フレアか？  
   → 考えられる 
 ・ 時間差は？  
   → インパルシブフレアか   

◉ まとめ 
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